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第 ９ 回  熊本県議会 ＴＰＰ対策特別委員会会議記録 

 

平成26年12月11日(木曜日) 

            午後１時33分開議 

            午後２時９分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 （１）ＴＰＰ交渉に関する件 

    ① ＴＰＰ交渉の現状について 

       ② ＴＰＰ協定交渉に対する意見書の 

     提出について 

  （２）付託調査事件の閉会中の継続審査に

ついて 

 （３）その他 

――――――――――――――― 

出席委員(14人) 

                委 員 長 早 川 英 明 

        副委員長 藤 川 隆 夫 

                委  員 山 本 秀 久 

        委  員 西 岡 勝 成 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 鬼 海 洋 一 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 吉 永 和 世 

                委   員 佐 藤 雅 司 

        委  員 小早川 宗 弘 

        委  員 松 岡   徹 

        委  員 渕 上 陽 一 

                委  員 早 田 順 一 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 島 崎 征 夫 

政策審議監 栁 田 誠 喜 

      首席審議員兼 

企画課長 小 原 雅 晶 

 知事公室 

政策調整監 白 石 伸 一 

 総務部 

人事課長 青 木 政 俊 

 健康福祉部 

健康福祉政策課長 渡 辺 克 淑 

首席審議員兼         

健康危機管理課長 一   喜美男 

医療政策課長 立 川   優 

国保・高齢者医療課長 大 塚 陽 子 

環境生活部 

環境政策課長 正 木 祐 輔 

くらしの安全推進課長 開 田 哲 生 

商工観光労働部 

総括審議員兼         

政策審議監兼         

商工政策課長 髙 口 義 幸 

産業支援課長 古 森 美津代 

企業立地課長 寺 野 愼 吾 

 農林水産部 

政策審議監 濱 田 義 之 

首席審議員兼         

農林水産政策課長 田 中 純 二 

農産課長 下 舞 睦 哉 

畜産課長 矢 野 利 彦 

林業振興課長 江 上 憲 二 

水産振興課長 平 山   泉 

土木部 

監理課長 成 富   守 

出納局 

管理調達課長 田 上 英 充 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     政務調査課主幹 松 野   勇 

     政務調査課主幹 法 川 伸 二 
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――――――――――――――― 

  午後１時33分開議 

○早川英明委員長 こんにちは。 

 ただいまから、第９回ＴＰＰ対策特別委

員会を開会いたします。 

 それでは、ただいまから審議に入ります。 

 まず、執行部からＴＰＰ交渉の現状につ

いての説明の後に、一括して質疑を受けた

いというふうに思います。 

 それでは、説明をお願いします。 

 

○小原企画課長 企画課の小原でございま

す。 

 ＴＰＰ交渉につきましては、新聞等で報

じられましたとおり、昨年同様、年内の妥

結は見送られております。本日は、初めに

９月議会以降のＴＰＰ協定交渉をめぐる最

近の主な動きについて御説明し、その後、

11月までに行われた交渉会合の概要を説明

させていただきます。 

 資料をめくっていただき、１ページをご

らんください。 

 まず、ＴＰＰ交渉をめぐる最近の主な動

きについて御説明させていただきます。 

 １ページ上のほう、四角囲みの９月の当

特別委員会以降の動きから御説明いたしま

す。 

 その下の段から、10月10日と15日に、政

府による説明会が開催されております。結

果は後ほど御紹介します。 

 次の行から交渉会合になりますが、10月

19日から、オーストラリア・キャンベラに

おいて首席交渉官会合が開催されました。

この会合に続いて、シドニーで、10月25日

から閣僚会合、10月28日から首席交渉官会

合が開催されております。 

 次に、中国・北京でのＡＰＥＣ、アジア

太平洋経済協力の会議開催に合わせて、11

月６日から同地で首席交渉官会合、11月８

日にＴＰＰ閣僚会合、11月10日には首脳会

合が開催されております。 

 11月に開催されましたこの閣僚会合及び

首脳会合の結果につきましては、11月25日

と11月28日に政府による説明会が東京で開

催されておりますので、この後説明させて

いただきます。 

 続きまして、２ページをごらんください。

ここから資料が縦になります。 

 ２ページから５ページまでが、10月15日

に東京で開催された都道府県を対象とした

政府の説明会の資料でございます。本県か

らは東京事務所職員が出席しております。 

 それでは、３ページと４ページをごらん

ください。 

 ７月から９月にかけて行われたＴＰＰ交

渉の結果などについて、内閣官房ＴＰＰ政

府対策本部がまとめたものです。 

 ３ページの１、ＴＰＰ首席交渉官会合及

び同じく３ページ、下から４行目の２、日

米協議については、次の４ページの５行目

までは９月の当委員会で説明しております

ので、４ページの２番目の白丸、甘利大臣、

フロマン通商代表協議の協議結果概要につ

いて、アンダーラインを引いている以下を

御紹介します。 

 協議結果概要の２の部分ですが、「我が

国は日米間をまとめるべく、責任をもって

会談に臨んだが、議論がかみ合わず」「進

展を得ることができなかった。」また、次

の行の３のところですが、「交渉をまとめ

るには、双方が歩み寄るという姿勢が必要

である。」とされています。 

 次に、同じく４ページ、中段下の３、今

後の予定について。 

 この資料が10月15日付のものですので、

(1)ＴＰＰ閣僚会合に関しては、10月25日
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からオーストラリアで開催された閣僚会合

について掲載されております。 

 一番下のアンダーライン、このＴＰＰ閣

僚会合の開催国であるオーストラリア政府

のプレスリリースですが、これは10月25日

の閣僚会合開催前に発表されたものです。 

 開催に当たっては「閣僚は年末までに協

定の基本的な要素について合意することを

目指し交渉を進展させる。」とあります。

ただし、この閣僚会合の開催後の新聞報道

でもあったとおり、この閣僚会議では、基

本的要素の合意には至っていないようです。 

 資料をめくっていただき、５ページをご

らんください。 

 (2)日米協議については、10月に東京で

行われた農産品、自動車に関する事務協議

について書いてあります。 

 アンダーラインが引いてある「準備作

業」というのは、さきの４ページで紹介し

た甘利大臣、フロマン通商代表の協議の不

調が、米国側の準備不足が理由であったこ

とを受け、米国の準備状況を確認するとい

う意味だそうで、その後、10月15日まで日

米の交渉が行われています。 

 この日米協議の結果については、セーフ

ガードの取り扱いなど、日米の意見の隔た

りについて、大江首席交渉官代理は協議後

の記者会見で、詰まっているのは間違いな

いと発言しています。 

 資料には記載しておりませんが、この後、

11月３日と６日に、ワシントンと東京で日

米事務レベル協議が行われております。 

 資料６ページをごらんください。 

 ６ページから最後の15ページまでが、11

月28日に東京で開催された都道府県を対象

とした政府の説明会の資料です。本県から

は東京事務所職員が出席しております。 

 ４つ目の白丸にある資料の英文について

は、本日は資料につけておりませんので、

御了承ください。 

 資料をめくっていただき、７ページと８

ページをごらんください。 

 資料の１でございますが、ＴＰＰ北京会

合結果報告についてですが、当日の説明会

冒頭、政府本部の担当者から、資料３、本

日の資料では10ページからの貿易閣僚によ

る首脳への報告書ですが、この報告書に現

在の交渉状況について具体的に書かれてい

るので、これを中心に説明したいとの挨拶

がありました。したがいまして、本日の説

明も、この７ページ、８ページの資料１、

ＴＰＰ北京会合結果報告については、こち

らでアンダーラインをしている部分の説明

も含めて、次ページ以降の資料２、首脳声

明及び資料３、貿易閣僚による首脳への報

告書をもって説明いたしますので、御了承

ください。 

 それでは、資料をめくっていただき、９

ページをお願いいたします。 

 資料の２、首脳声明について御説明をし

ます。 

 政府本部の担当者からは、報道では妥結

目標の時期が記載されていないという書か

れ方があったが、甘利大臣が、妥結時期の

願望を書くだけでは意味がなく、妥結に向

けて難航分野などをどうやってまとめるか

という工程表が必要と強く主張との説明が

ありました。 

 その結果、１段落目のアンダーラインの

最初にありますように、「終局が明確にな

りつつあることを受けて」という表現に落

ち着いたとのことでございます。 

 続いて、10ページをごらんください。 

 ここから最後の15ページまでが、資料３、

貿易閣僚による首脳への報告書となります。 

 先ほど申し上げました、終局が明確にな
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りつつあることを受けて、２段落の２行目

のアンダーラインにありますように、「課

題に関する相互に受け入れ可能な成果につ

いて合意するための共同作業計画を策定し

た。」とされています。 

 この共同作業計画は、分野ごとの残って

いる論点、その論点をいつまでに片づける

ということが書かれている、これまでの首

席交渉官会合でつくられた作業計画と違い、

難航分野も含めてつくったところが特徴で

あるとのことです。ただし、未完成の部分

もあるそうです。  

 資料には掲載しておりませんが、この12

月と、恐らく年明けに開催される首席交渉

官会合、この２回ぐらいの首席交渉官会合

で、この共同作業計画の進捗を確認して、

具体化できていない段取りをさらに明確化

することで、大筋合意に向けた最終的な閣

僚会合の開催が見えてくると思うと説明が

ありました。 

 資料をめくっていただき、11ページをご

らんください。 

 ここからが分野別の交渉状況について書

かれております。分野によっては、合意し

たなどの表現がなされております。 

 政府本部の担当者からは、個人的な意見

と留保されましたが、進捗状況は、１、合

意、２、合意に近い、３、進展、４、作業

中、５、まだまだ先が長いという困難の５

段階に分けられるのではないかとの話があ

りました。 

 まず、11ページ、最初の１つ目の黒ポツ

でございます。 

 物品市場アクセスについてですが、この

段落の上から５行目のアンダーラインにあ

るように、「多くの国の間で大きく進展し

ているが、いくつかの品目の取り扱いやい

くつかの国について作業が残されてい

る。」ということで、先ほど申し上げた５

段階評価では、真ん中の３番目の進展と評

価できるとのことです。 

 なお、このページの上から８行目のアン

ダーラインですが、「無税の市場アクセ

ス」とありますが、この無税の市場アクセ

スとは、これは関税撤廃の意味ですが、こ

の目標は、最初からこの報告書に書かれて

おります。 

 ただし、同じ11ページの中ほどの黒ポツ、

物品市場アクセスの段階の下から３行目の

「商業的に意味のある市場アクセス」とい

う表現が今回の報告書から追加されたもの

だそうです。これは、日本の立場を粘り強

く説明している成果であり、関税撤廃にこ

だわらないとも読めるのではないかとの説

明がありました。 

 同じく11ページ、２番目の黒ポツのとこ

ろですが、サービス、投資、金融サービス、

政府調達、経済人の一時的入国について書

かれております。 

 資料には書かれていませんが、これらに

ついては、条文の議論はほぼ終わっている

そうですが、アンダーラインの最後のほう

で「作業は継続している。」とあるように、

５段階評価で言うと、まだ４番目の作業中

という評価になるとのことです。 

 11ページ、下から６行目の最後から始ま

るアンダーラインですが、「公共の利益の

ための政府の規制権限を維持するための、

新しく、かつ強固な保護基準と両立させる

ことに合意」とあります。この部分は、Ｉ

ＳＤＳ条項、つまり国対投資家の紛争解決

手続を念頭に書いてあるところです。 

 これは、投資の受け入れ国が、公共目的

で国内の規制を強化できることに合意した

ということであり、国の主権に基づき、必

要な規制を行えることが明文化されるとい
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うことで、ＩＳＤＳについては、ここで山

を越えたのではないかという説明がありま

した。 

 続いて、12ページをごらんください。 

 最初１つ目の黒ポツは、原産地規則です

が、実質的に進展という評価だそうです。

５段階で言うと、真ん中の３番目になりま

す。 

 ２つ目の黒ポツは、税関の協力などの貿

易円滑化についてですが、５段階評価で言

うと、２の合意に近いという評価だそうで

す。 

 ３つ目の黒ポツは、ＳＰＳ、衛生植物検

疫、ＴＢＴ、貿易の技術的障害のことで、

食の安全に関係する分野です。これも合意

に近いという評価になります。 

 政府からは、これまで何度か説明はあっ

てはいますが、既存のＷＴＯの協定と整合

性を確保しており、ＴＰＰによって日本の

食の安全に関する制度改正を余儀なくされ

ることはないということでした。 

 続いて、新たな貿易課題という項目につ

いて御説明します。12ページ、一番下の行

の文から続いておりますが、資料をめくっ

ていただき、13ページをごらんください。 

 この項目は、電子商取引のことです。こ

れは、５段階で言う、２番目の合意に近い

という状況だそうです。 

 13ページ、一番上の黒ポツについては、

国有企業のことですが、アンダーラインの

最後のほうで「各国間の公平な競争を促す

ための作業を進めてきた。」とあるように、

５段階評価の４、まだ作業中とのことです。

これは、時間はかかるが、遠くない時期に

めどがつくのではないかとのことです。 

 13ページ、２番目の黒ポツについては、

知的財産のことですが、アンダーラインに

ありますように、「協定の最も複雑で困難

な分野」ということで、一番おくれている

という評価でございます。 

 ２番目の黒ポツの一番下のアンダーライ

ン「ＴＰＰ経済の多様性を反映するような、

適切なバランスを取るべく作業をしてき

た。」とあるのは、一定の猶予期間を設け

ることなどについて議論をされているとの

ことです。 

 13ページ、３番目の黒ポツは、環境のこ

とですが、アンダーラインの最後の部分の

とおり「合意に向けて大きく進展」とあり

ます。先ほど言いました進捗状況の５段階

で言うと、２の合意に近いと３の進展の間

ぐらいということで、山を越えたという説

明でした。 

 13ページ、４番目の黒ポツは、労働分野

のことですが、これは合意に近づいている

ということでございます。 

 次に、13ページの下から８行目から、分

野横断的な貿易課題という部分についてで

すが、この部分は、交渉分野で言うと、分

野横断的事項、協力、制度的事項について

書かれています。これらについては、アン

ダーラインにありますように、「作業の完

了に近づいている。」とされており、５段

階で言えば、２番目、ほぼ合意に近いとの

評価と言えます。 

 14ページにかけて、それぞれの点につい

ては説明は省略させていただきます。 

 最後に、14ページ下の項目の次のステッ

プという部分について説明をいたします。 

 下から４行目のアンダーラインですが、

「交渉妥結の正確なタイミングは交渉の中

身の進展振りが決する」とあり、次に、資

料をめくっていただき、15ページをごらん

ください。 

 １行目のアンダーラインですが、「ＴＰ

Ｐのような複雑かつ野心的な協定を妥結す
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ることは容易ならざる目標」とされており、

加えて、下のほうのアンダーライン、「各

国の必要性に対応策を見出すために、妥協

策を求め、実際的、柔軟かつ創造的に作業

を行う必要がある。」とされ、非常に現実

的な表現も盛り込まれております。 

 資料に載せてはおりませんが、現在開催

されている首席交渉官会合では、北京の閣

僚会合で策定された共同作業計画に従って、

非難航分野については11月中にほぼ終わら

せることにされていたそうですが、この確

認をするとともに、難航分野の進捗状況を

確認して、期限をより明確にすることにな

るとのことです。 

 今後のスケジュールについては、知的財

産、物品の交渉次第とのことですが、米国

の雑誌に掲載されたという米国議会関係者

の発言が紹介されました。来年は米大統領

選が本格化するので、現オバマ政権がＴＰ

Ｐ法案を提出するならば、法案審査など議

会等の米国内の手続から逆算すると、来年

の秋から数カ月前には妥結していなければ

ならないとのことです。  

 政府の担当者からは、来年の遅くない時

期に、早期妥結について方向性を出したい

という思いは各国共通していると思うとの

ことでした。また、農産品、自動車に関す

る日米交渉については、引き続き事務方で

交渉を行っていくとのことでございます。 

 資料の説明は以上でございます。 

 先ほど触れましたが、この12月７日から、

米国・ワシントンにおいて首席交渉官会合

が開かれております。今後は、農産物、自

動車に関する日米を初めとする２国間協議

の進展、ルール分野で言うと、知的財産の

論点の整理を経て、大筋合意のための閣僚

会合がいつ開催されるかが焦点となってく

ると考えられます。 

 説明は以上でございますが、引き続き、

県議会の皆様とも連携しながら、情報収集

や政府に対する要望活動等を行ってまいり

たいと考えておりますので、よろしくお願

いします。 

 以上でございます。 

 

○早川英明委員長 以上で執行部からの説

明が終わりましたので、これより質疑に入

りますが、何かございませんか。ありませ

んか。 

 

○藤川隆夫副委員長 ＩＳＤＳ条項の話で

書いてありますけれども、最終的には幾つ

かの重要な作業が残されていると書いてあ

りますけれども、この付近の内容というの

は恐らくわからないんだろうと思うんです

けれども、ただ、全部文章を読むと、非常

にわかりづらい、平易じゃない文章で書か

れているので、これを一体どういう形で、

どういうふうに読み込んで解釈するのかと

いうのは――今のは全て国の解釈、それと

も県のほうでそういうふうに解釈している

のか、その付近わかりますか。 

 

○小原企画課長 ただいま申し上げました

この資料は、全て閣僚が首脳に報告したと

いうことで、英文で書かれておるのを日本

語に政府がされている文章で、我々が読ん

でも非常にわかりにくい文章ということで、

先ほど申し上げた、国からの説明会が東京

であると、そのときに発言された内容を私

が要約してお話をしているということでご

ざいますので、私の考えではございません。 

 

○藤川隆夫副委員長 わかりました。 

 であるとすれば、恐らくこの解釈が、我

が国の解釈であって、よその国の解釈と異
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なる場合というのは当然あり得るじゃない

ですか、外国との交渉事でありますから。

その部分というのは、最終的にどの時点で、

どの場面で我々のところに示されるのかと

いうのはわかりますか。具体的に、本当に

こういう内容だというのは。 

 

○小原企画課長 最終的に妥結になった場

合には、英文とフランス語とスペイン語で

正文が解釈されます。それと同時に、日本

語でも翻訳されるんですが、その過程が、

終結後約半年ぐらいかかると、それをもっ

て国会の審議にかけるということで、公に

されるのはその段階であるというふうに聞

いております。 

 

○藤川隆夫副委員長 わかりました。 

 

○鬼海洋一委員 ほとんどわかりません。 

 それで、今さっきもありましたように、

終局が明確になりつつあることを受けて、

しかし、残っている課題がこれだけだとい

うようなお話がありました。 

 それで、今回の、まあこれは後の話です

けれども、意見書等についての案が用意さ

れているようですが、この中で、特に米、

麦、つまり主要農産物のこの中身が、現段

階でどの程度、例えば１、２、３、４、５

という段階があったというふうにお聞きし

ましたけれども、じゃあこの問題について

はどの程度のところまで来ているのか、あ

るいはその方向性はどうなのかということ

についてはわかりますか。 

 

○小原企画課長 その中身については、説

明はございませんでしたので、私どもはわ

かりません。 

 

○鬼海洋一委員 霧の中ですね。霧の中の

議論で、ちょっときょうも困惑していると

いうのが率直な気持ちですけれども、今藤

川副委員長のほうからお話がありましたよ

うに、もうちょっと平易な書き方で、どこ

がどう問題なのかということを出してもら

わないと、これはなかなかこの文章で現状

を把握するということは非常に難しいんじ

ゃないかなというふうに思います。その点

はいかがでしょうか。 

 

○小原企画課長 今回ここでお示ししてい

るのは、先ほど申し上げたとおり、政府の

資料でございますので、それは、そのまま

お出しするのが一番正確であろうというこ

とでお出ししているところでございます。 

 これの説明――これだけではなかなかわ

かりにくいというところで、政府のほうで

都道府県向けに説明会があって、その政府

の説明によるものを私どもが今説明させて

いただくということで、なかなか私どもも

理解するのは難しいところでございますけ

れども、今申し上げられた、政府としては、

21分野あるうちの21分野を今それぞれ説明

をされているということで、今鬼海委員の

おっしゃられた農産物に関しては、分野の

うちの一つの物品市場アクセスと、その中

身については、幾つもある農産品、それか

ら自動車という、そういったパッケージで

考えられている部分で、その中身について

は、恐らくはまだ公表はできないというこ

とだろうと思っております。 

 

○早川英明委員長 私のほうからですけれ

ども、小原課長、私がちょっとおたくから

もろうたこの貿易閣僚による首脳への報告

書って、５段階のこの表、これは委員の先

生方には配られぬたいな。ある程度、これ
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でどの項目は５とか４とかですよというこ

とで、その中身については、今課長がおっ

しゃったように、わかりづらいと思います

けれども、大体の概略はこれが一番早かて

思うばってん。 

 

○小原企画課長 わかりました。それでは、

配らさせていただきます。 

 

○早川英明委員長 これを今コピーしてか

ら、ちょっと今配ってもらうとよかばって

ん。(「まだ来とらぬ」と呼ぶ者あり)これ

が一番よかて思いますよ。ここにあるなら

配ってください。 

 

○西岡勝成委員 この前、自民党本部に行

ったとき、たまたまＴＰＰの勉強会があり

まして、議員の先生方から、これは一つ一

つランクをつけてくれと、今の進捗状況を

１から５まで。それで発表されていました

けれども、そのような資料は持っていない。 

 

○早川英明委員長 それがこれです。だけ

ん、今お手元に配付します。 

 その間、ほかに何かございませんか。 

 

○松田三郎委員 先ほど藤川副委員長、そ

して鬼海委員の御発言にも若干関係いたし

ますが、ここは島崎部長あたりが、まあざ

っくりした話で結構ですけれども、そもそ

もこのＴＰＰの特別委員会を設置して、最

初のころの議論で、なかなか各交渉過程に

おいては守秘義務がかかって、交渉官ある

いは身近な、近いところの関係者でしょう

けれども、なかなか公表することができな

いと、ＴＰＰの交渉過程はそういうルール

なんだという話を聞いて、道理でやっぱり

我々――国会議員にすらあんまり情報が入

ってこない、ましてや我々にも入ってこな

いという時期を経て、それで意見書等々に

は、可能な限り情報提供という話を毎回項

目を入れているわけでございます。 

 ただ、その当時も、アメリカなんかは、

一定の誓約書か何かをとって、ステークホ

ルダーというか、業界団体の方にも何か説

明しているらしいという話もありまして、

例えばこういう説明会はあるわけですね。

ということは、まあ確かにこれは英訳文だ

からわかりにくいのか、ちょっと抽象的な

話しかできないからわかりにくいのかわか

りませんけれども、その守秘義務がかかる

範囲というか、言っていいことと悪いこと

というのがレベルが幾つかあるのかなと。

もうぎりぎりの交渉の、例えば関税を下げ

るのどうのこうのというところはオープン

にできないとはいえ、こういうことは一応

警戒はできるわけですよね。そういう大ざ

っぱな、我々のイメージとして、こういう

レベルまでは説明会で説明してもいいと、

ただ、こういうレベルになると、ちょっと

それはできないというのが、何かわかりや

すい基準みたいなのがあるのかなと思いま

してですね。 

 

○島崎企画振興部長 一般的には、外交上

とか交渉上問題があることはという、当然

の、さっきおっしゃられていた大原則はあ

るんですけれども、それ以上の細かい細則

みたいなものは、政府でも、恐らくそうい

うガイドライン的なものは、事実として言

えば、多分ないんだと思います。 

 それで、課長から御説明いたしましたが、

資料を用いていて――この国側の説明が、

この何日かにある我々に対する説明という

のは、資料を用いていて、今口頭で御報告

申し上げましたけれども、明らかにこの文
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言、そのまま読み上げるだけの説明会では

もちろんなく、そこに対する説明というの

があるわけで、そこで――済みません、御

質問に対する答えとしては、そういう明確

なラインはないんですけれども、規則はな

いんですけれども、ただ、関心事項につい

て、より質問をし、細かい点まで質問をし

てみるという姿勢を私たちがもっととると

いう――その状況に応じてなんですけれど

も、こういった説明会でですね。それは答

えられません、それは答えられますという

のがありますので、そこのところを――ま

あ、もっと徹底して、別に今が足りないと

いうことを私が自分で認めているわけでは

ないんですけれども、もうちょっとその質

問のやりとりを交わすことによって、どこ

まで話せるのかということについて、ちゃ

んと相手には今後とも切り込むというか、

政府側に切り込むというか、求めていく努

力は我々は必要だと思っておりまして、そ

の結果についても、きちんとわかる形で御

報告させていただこうと思います。 

 やっぱり、問いと答えの中でしか出され

た資料以上のことというのは、その政府に

よる説明会では出てこないと思いますので、

できるだけ引き出せるようにしていきたい

と思っています。 

 

○松田三郎委員 そういうことであるなら

なおのことでしょうけれども、企画課長の

御説明で、この説明会は、本県の場合は東

京事務所の方が行かれたと。ほかも大体遠

いところはそうかもしれませんけれども、

今度もし機会があれば、わかれば、会の状

況が、雰囲気が、一方的に説明を聞いて、

ああ、そうですかと帰ってくるような類い

のものなのか、かなり各都道府県からは真

剣に、部長おっしゃるように、ぎりぎりの

ところを探ろうと思ってやりとりがあって

いるのかというところ、会の雰囲気が今わ

かれば教えてほしい。じゃあなかったら、

次回以降は、ぜひ部長のおっしゃったよう

なやりとりを期待しております。 

 

○早川英明委員長 小原課長、今お手元の

これをちょっと上から説明をしてください。 

 

○小原企画課長 先ほど松田委員のおっし

ゃられた件については、また次回説明会が

あったときに確認をさせていただきます。 

 ただいまお配りをさせていただいた資料

は、今私が説明したものをもとに――これ

は国の資料じゃなくて、私どもが、多分こ

うであろうというところでつくった資料で

ございます。 

 

○早川英明委員長 これがわかりよかけん

と思うて。 

 

○小原企画課長 今申し上げた21分野ある

中で、１番から、物品市場アクセス、これ

が農産品や自動車を含む部分でございます。

その後、２番から、原産地規則、その他ず

らっと書いてあります。 

 この網かけをしている部分が、作業ある

いは困難な分野でございます。網かけがか

かってない部分は、大きく前進あるいは合

意に近づいているといった分野で、協議が

進んでいるということでございます。 

  （｢網かけは消えとる」と呼ぶ者あり) 

○藤川隆夫副委員長 だから、４以上でし

ょう。 

 

○小原企画課長 失礼しました。７番から、

７、８、９、10、11、12、13、それと15で

す。それと18と19です。そういった部分が
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現在作業中、４番、５番と協議が進んでい

ない部分でございます。 

 

○早川英明委員長 ということは、主要５

品目はこの１に分類するわけですね、１の

ところに。米、麦は１ですね。 

 

○小原企画課長 主要５品目は、物品関税

になりますので、１番になります。 

 

○早川英明委員長 何かございませんか。 

 

○松岡徹委員 今首席交渉官会合がありよ

るとかな、さっきの話では。そうすると、

閣僚級会合とか首脳会合とかという予定は

まだ入ってないんですね。 

 

○小原企画課長 現在行われておりますが、

この後の事務的なレベルの会議については、

まだスケジュールは入っておりません。今

回の会議次第だと思っております。 

 

○松岡徹委員 さっきの課長の説明、今の

この表を見てわかるように、１の農産品や

自動車、③で大きく進展ということが書い

てあるけれども、結局は、国会決議や県議

会の決議もありますけれども、それから見

ると、この交渉では、かなり、まあざっく

りした言い方をすれば、後退というかな、

引いた話し合いになっているというふうに

理解していいわけでしょう。どうですか。 

 

○小原企画課長 この一番目の市場アクセ

スという部分については、日本が一番セン

シティブなものと考えているのは５品目で

すけれども、その他全ての品目が入ってい

ますので、そういう意味で、先ほど御説明

申し上げました、多くの国の間で大きく進

展しているというぐあいに説明をさせてい

ただいたところでございます。 

 

○松岡徹委員 11月13日の日本農業新聞の

記事が、非常に僕はちょっと引っかかって

いるんだけれども、これによると、アメリ

カの農務省の試算で、参加国全体の輸出増、

その70％を日本が輸入という形でしょい込

むと。逆に、いわば輸出ですね。輸出増加

分に対しては、日本は輸出増額分のわずか

1.4％と、こういうのが日本農業新聞に、

アメリカの農務省の試算でこうなっている

というのが報道されているわけですよ。 

 だから、輸出は、もうほとんどないとい

うか、全体の中でわずかと。いわば、全体

の輸出の、いわばそれを輸入という形で受

けるのは、全体の中で日本が70％と。だか

ら、この報道では、日本農業はひとり負け

という見出しになっているわけですけれど

もね。 

 こういうのは、もちろん県のほうとして

は、こういう報道はつかんでおられると思

いますので、どんなふうにこういうのは見

ていますか。 

 

○小原企画課長 確認はしておりますけれ

ども、これにつきましては、米国の農務省

の試算というところで、また日本は日本の

試算があるのではないかと思っております。 

 

○松岡徹委員 さっきもあったように、も

う来年は大統領選挙が過熱するから、しか

し、やっぱりこういう形で農務省が出して

いる、議会の承認を得ないかぬということ

になれば、なかなかそれは日本の思うよう

にはいかないというのははっきりしている

んです。 

 それで、私と岩中議員で今意見書を出し
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ておりますけれども、もうやっぱり撤退以

外ないということで、熊本県議会としても、

そういう姿勢を示すべきじゃないかなとい

うことを申し上げておきたいと思っていま

す。 

 これについては答弁は要りません。 

 

○早川英明委員長 ほかにございませんか。

――ほかになければ、質疑はこれで終わり

ますが、よろしゅうございますか。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり) 

○早川英明委員長 それでは次に、ＴＰＰ

協定交渉に対する意見書の提出についての

審議をお願いしたいというふうに思います。 

 もう既に皆様方のお手元に意見書(案)を

お配りしておりますので、御一読をお願い

したいというふうに思います。 

 本年の２月議会におきまして、米や豚

肉・牛肉、乳製品など、重要５項目の聖域

の確保を最優先して、それができないと判

断した場合は脱退も辞さないという趣旨の

衆参両院の農林水産委員会における決議の

遵守を求める意見書を可決いただき、執行

部とともに前川前委員長も、国に要望をし

ております。 

 11月のＴＰＰ首脳会合では、首脳間での

交渉の終局が明確になりつつあることが確

認をされました。同月の米国の中間選挙で

は、ＴＰＰのような自由貿易協定の推進に

協力的と言われる共和党が、上下両院で多

数派となっております。 

 こうした動きを踏まえ、これから妥結に

向けて交渉は大詰めを迎えていくものと考

えています。 

 政府においては、安倍首相の強いリーダ

ーシップのもと、国益にかなう最善の道を

目指して、全力で交渉に当たっていただい

ているものと思っておりますが、多くの県

民、とりわけ農林漁業者が抱いている不安

を取り除くためにも、さきの衆参農林水産

委員会における決議を遵守し、国益を守り

抜くよう、改めて政府に対し意見書を提出

したいと考えております。 

 それではまず、本委員会から３度目とな

ります意見書を提出することについて、皆

さん方の御意見をいただきたいというふう

に思います。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○早川英明委員長 よろしゅうございます

か。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり) 

○早川英明委員長 それでは、内容につき

ましては、これで結構でしょうか。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり) 

○早川英明委員長 それでは、御異議なし

と認め、よって、この意見書(案)を議長に

提出させていただきたいというふうに思い

ます。 

 次に、閉会中の継続審査についてお諮り

をします。 

 本委員会に付託の調査事件につきまして

は、審査未了のため、次期定例会まで本委

員会を存続し、審査する旨、議長に申し出

ることとしてよろしいでしょうか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○早川英明委員長 それでは、異議なしと

いうことで、そのようにさせていただきま

す。 

 その他に入りますけれども、何かござい

ませんか。ありませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○早川英明委員長 ほかにありませんでし

たら、これをもちまして本日の委員会を閉

会いたします。 

 ありがとうございました。 

  午後２時９分閉会 
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